
 

令和 3年 7月 2日 

報道関係者各位    

独立行政法人国立科学博物館 

 

                                                   

企画展 

「加速器 －とてつもなく大きな実験施設で宇宙と物質と生命の謎に挑んでみた－」 

報道内覧会のお知らせ 

2021(令和 3)年 7月 12日(月)午後 3時 30分～／国立科学博物館 

 

 国立科学博物館では、企画展「加速器 －とてつもなく大きな実験施設で宇宙と物質と生命の

謎に挑んでみた－」の開幕に先立ち、下記のとおり報道内覧会を実施いたします。 

当日は、本展監修者による展示解説を行いますので、ぜひご参加いただき、記事として取り上

げていただければ幸甚です。 

記 

 

【日   時】 2021(令和 3)年 7月 12日(月) 

午後 3 時 30分～午後 5時(受付開始 午後 3時～) 

【会   場】 国立科学博物館(東京都台東区上野公園 7-20) 

日本館 1階企画展示室、中央ホール及び地球館地下 3階常設展示室内 

【受 付 場 所】 日本館 1階守衛室前 ※下記地図の通り通用門からお入りください。 

 

【ア ク セ ス】  ＪＲ上野駅公園口から徒歩 5分 

東京メトロ銀座線・日比谷線上野駅から徒歩 10分 

京成電鉄上野駅から徒歩 10分 

※駐車場及び駐輪場の用意はございません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【当日のスケジュール】 

午後 3時～         受付開始(受付場所：日本館 1階守衛室前) 

午後 3時 30分～午後 5時     報道内覧会 

※本展監修者による展示解説を行い、皆様からのご質問にお答えします。 

  ※一部を除き展示室内の撮影が可能です。 

 

 



 

【新型コロナウイルス感染拡大防止のためのお願い】 

(1)次の方のご参加は不可とさせていただきます。 

・当日体温が 37.5 度以上の方 

・その他、発熱、咳、息苦しさ、下痢、倦怠感、吐き気、頭痛、嗅覚異常、味覚異常等、 

平常時と違う症状をお感じの方 

  

(2)以下、ご理解・ご協力をお願いいたします。 

①来館時 

・受付前に検温、体調等の確認をし、発熱や上記の症状がある方は入館をお断りします。 

※館内で激しく咳き込むなど、風邪のような症状がある方には、退館をお願いする場合

があります。 

・マスクの着用をお願いします(内覧時も含む)。 

・会場内の「3密」を防ぐため、入場を制限する場合があります。 

②内覧時 

・対人距離をなるべく 2m以上あけるようお願いします。 

・間隔調整のため、各展示は譲り合ってご覧いただき、複数の方が一か所に滞留しないよ

うお願いします。 

・会場内の展示物や壁面などには触れずに観覧してください。 

・会場内での会話は大声を出さず、必要最小限にお控えください。 

③来館後 

・万が一、体調不良等が起こった場合は必ず国立科学博物館企画展担当までご連絡くださ

い。 

 

【お申込み方法】 

報道内覧会に参加を希望される方は 7月 8日(木)午後 5時までに、以下必要事項を記載の

上、国立科学博物館企画展担当 kikakuten@kahaku.go.jp あてメールにてお申込みください。 

・件名：企画展「加速器」報道内覧会申込 

・お名前 

・ご所属 

・緊急連絡先(携帯電話番号) 

・メールアドレス 

※代表者の方がまとめてお申込みをされる場合も、すべての参加希望者について、上記の

必要事項をご記入願います。 

上記アドレスより折り返しのメール連絡をもって受付完了とします(概ね 3 日以内にお返事

します)。迷惑メールの設定などをされている場合は、受信できるようにご設定ください。 

 

※いただいた個人情報は、報道内覧会以外の連絡には使用しません。 

  また、厳重に管理し、報道内覧会終了後、1ヵ月以内に破棄いたします。 

 

【お問合せ・お申込み先】 

国立科学博物館 事業推進部 企画展示課 企画展担当 

〒110-8718 東京都台東区上野公園 7-20 

TEL:03-5814-9840、9883、9887  FAX:03-5814-9898  E-mail:kikakuten@kahaku.go.jp 

 

tel:03-5814-9840、9883、9887


高エネルギー加速器研究機構 加速器研究施設長 

小関 忠 （こせき ただし） 

 

専門は粒子加速器です。この企画展には J-PARCセンターの副センター

長として（2021年 3月まで）構想の段階から関わりました。ぜひ多くの

皆さんに楽しんでいただきたいです。 

 

【本展監修者】 

 

 

 

 

 

 

 

 

Photo: yusuke nakajima 

 

 

 

  

＜総合監修＞ 

国立科学博物館 理工学研究部 科学技術史グループ 研究主幹 

（兼）一橋大学大学院 言語社会研究科 准教授 

有賀 暢迪 （ありが のぶみち） 

 

専門は科学史です。特に、物理学・数理科学の歴史と近現代日本の科学

技術史という２つの領域で研究を行っています。 

また、研究資料の保全にも大いに関心があります。科学者や研究機関に

かんする資料の調査・整理を行いながら、それらを後世に遺していく方

策を模索中です。 

奈良先端科学技術大学院大学 名誉教授 

高エネルギー加速器研究機構 ダイヤモンドフェロー 

片岡 幹雄 （かたおか みきお） 

 

専門は、生物物理学、特にタンパク質物理学、構造生物学。 

生命を担う分子、タンパク質の不思議に魅せられ、光受容タンパク質を

中心に、その構造と機能や構造形成機構を、放射光及び中性子を利用し

て調べています。 

高エネルギー加速器研究機構 素粒子原子核研究所長 

齊藤 直人 （さいとう なおひと） 

 

専門は、基礎物理学実験。 

素粒子のスピン、自然界の対称性とその破れに着目して、新しい物理法

則の探索を行っています。 



高エネルギー加速器研究機構 J-PARCセンター長 

小林 隆 （こばやし たかし） 

 

専門は素粒子物理学実験、特にニュートリノの性質に関する研究。 

2021年度からは J-PARCセンター長として、J-PARC施設の運営に従事し

ています。 

高エネルギー加速器研究機構 J-PARCセンター 副センター長 

内藤 富士雄 （ないとう ふじお） 

 

KEKで加速器の研究をしていました。J -PARC加速器の開発には初期か

ら参加。 

今年度からは J-PARCセンターの副センター長として、運営に携わって

います。 

高エネルギー加速器研究機構 広報室長 

引野 肇 （ひきの はじめ） 

 

専門は科学ジャーナリズム。元新聞記者。主に自然科学の分野を取材。

宇宙科学、天文、物理、農業、生物、医療、医学、化学、火山、地震、

ＩＴなどに「広く浅く」を持ち味としています。 

高エネルギー加速器研究機構 史料室 協力研究員 

菊谷 英司 （きくたに えいじ） 

 

専門は、素粒子実験、高エネルギー加速器物理学。 

加速器を用いた素粒子実験やそのための大型加速器の開発を行ってきま

した。最近ではこの分野の歴史に興味をもち、KEK史料室に所属し、科

学史・アーカイブズ（自然科学系）の研究をしています。 

  



高エネルギー加速器研究機構 史料室 特別事務専門職 

中村 優子 （なかむら ゆうこ） 

 

KEKの歴史的に重要と思われる資料の受け入れ、整理、保存管理、展示

活動をはじめとした業務を行っています。 

日本原子力研究開発機構 原子力科学研究部門 

J-PARCセンター 広報セクションリーダー 

関田 純子 （せきた じゅんこ） 

 

2021年 4月から J-PARCセンター広報セクションリーダーを拝命しまし

た。 

J-PARCの研究成果の広報に尽力したいと思います。 

日本原子力研究開発機構 原子力科学研究部門 

J-PARCセンター 広報セクション 特別専門職 

阿部 美奈子 （あべ みなこ） 

 

本企画展の準備に 3年ほど前から携わり、大変有益で貴重な経験ができ

たことに感謝しています。J-PARC加速器と実験施設の迫力ある美しい機

器たちに魅了され続けています。 

高エネルギー加速器研究機構 J-PARCセンター 広報セクション 

井上 直子 （いのうえ なおこ） 

 

科学と社会をつなぐ科学コミュニケーターとして、J-PARCの研究の成果

や意義を分かりやすく伝える活動に従事しています。 

科学に根ざした豊かな社会を思い描いて、日々奮闘中。 

 

  



国立科学博物館 理工学研究部 理化学グループ 研究員 

林 峻 （はやし しゅん） 

 

専門は触媒化学です。触媒の調製手法に着目して、高性能化に取り組ん

でいます。触媒の構造解析のために、放射光を利用した測定を行ってい

ます。 

 







広報用として写真をご用意しております。
国立科学博物館ホームページの「各種手続き・報道関係資料」→「写真の貸出」からお申込みできます。

(https://www.kahaku.go.jp/procedure/rent/index.html）

【記事利用の際のお願い】
＊写真使用は本展の紹介目的のみとさせていただきます。本展終了後の使用はできません。

＊写真掲載時には、資料のクレジットを必ずご記載ください。
＊記事のなかで、会期、入館料、開館時間などの基本情報をご掲載いただく場合は、確認のため、
下記担当まで校正原稿をお送りください。

＊ご掲載いただいた場合は、掲載誌等をお送りくださいますようお願い申し上げます。

〈お問合せ先〉国立科学博物館 事業推進部 企画展示課 企画展担当
電話 03-5814-9840、9883、9887 FAX 03-5814-9898
E-mail：kikakuten@kahaku.go.jp 〒110-8718  東京都台東区上野公園7-20

広 報 用 写 真 提 供

①企画展「加速器 －とてつもなく大きな

実験施設で宇宙と物質と生命の謎に挑んで

みた－」ポスター

【J-PARC関係】 【KEKつくば関係】

⑥J-PARC直線型加速器ドリフトチューブリニアック

写真提供：J-PARCセンター

⑪BelleIIとSuperKEKB加速器、衝突点付近

写真提供：KEK

⑤ニュートリノビームライン電磁ホーン

所蔵：J-PARCセンター

⑧Photon Factory（PF）外観

写真提供：KEK IMSS

④大強度陽子加速器施設(J-PARC)全景(茨城県東海村)

写真提供：J-PARCセンター

⑩電子・陽電子線形加速器からの

ビーム分岐ライン

写真提供：KEK

⑦中性子標的(水銀ターゲット容器)

所蔵：J-PARCセンター

⑨高エネルギー加速器研究機構（KEK）

全景 (茨城県つくば市)

写真提供：KEK

②日本で戦後初期につくられた

シンクロトロン（加速器の一種）

写真提供：国立科学博物館

③加速器で構造が解明されたタンパク質

「リボソーム」の模型

所蔵：国立科学博物館


